
 

くの重要部品を結合してセットの発注に転換すれば、

モジュール式の生産方式に変わってくる。 

 ポイントは、部品メーカーの一部がモジュールメー

カーに発展できるかどうかである。この生産方式では、

均一なタイプの自動車が大量生産できる。それは社会

主義的市場経済に相応しい。 

 中国政府は、国有企業が高級車から小型車まで品揃

えし、民間企業は大衆車の生産に集中することを期待

しているように思われる。モジュール生産に力を入れ

るだろう。 
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研究所だより 
 
 

編集者から 

 
この 6 月に本社を移転しました。新オフィスは事業パートナーである日本経済研究所と同じ

ビルで、DBJ（日本政策投資銀行）とも直ぐ近くになりました。事業提携から早くも 2 年半が過ぎ

ました。この間、連携の実績も様々に出てきていますが、今回の引越しでますます連携が深ま

ることを期待しています。 

この引越しを機に、Best Value の誌面を、当社の４事業グループを分かり易く表現できるよう

に変更しています。即ち、【地域活性、都市開発、まちづくり】、【経済・産業・貿易、環境・エネ

ルギー】、【社会基盤・政策評価、住宅・不動産】および【経営コンサルティング】の４ジャンルを

設けました。当社の４事業グループはそれぞれの分野で専門性を磨き、高い評価を得るべく

努力をして参りました。 

今後も社員一同研鑽に努め、それぞれの専門分野から、半歩先行く発信を続けて参ります

ので、ご支援のほどよろしくお願いします。 
 

（森 和之） 
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